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し
か
し
な
が
ら
、
三
重
県
に

お
い
て
も
、
近
畿
自
動
車
道
紀

勢
線
も
そ
う
で
す
し
、
新
名

神
、
東
海
環
状
西
回
り
、
ま
だ

ま
だ
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
が
あ

り
ま
す
。
地
方
創
生
は
、
我
々

も
一
生
懸
命
に
知
恵
絞
っ
て
、

汗
か
い
て
や
り
ま
す
。
で
も
、

道
路
整
備
が
整
っ
て
い
る
都
市

部
と
、
道
路
整
備
が
整
っ
て
い

な
い
地
方
と
、
同
じ
土
俵
で
評

価
す
る
の
で
は
な
く
、
一
日
も

早
く
競
争
条
件
を
一
緒
に
し
て

く
れ
と
い
う
事
を
私
は
、
常
々

申
し
上
げ
て
い
ま
す
。
今
日
お

集
ま
り
の
皆
さ
ん
も
、
同
じ
思

い
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
道
路
予
算
の

確
保
は
必
須
で
あ
り
ま
す
。
全

国
高
速
道
路
建
設
協
議
会
と
し

ま
し
て
、
地
方
の
総
意
で
あ
り

ま
す
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
早

期
解
消
、
暫
定
２
車
線
区
間
の

４
車
線
化
、
老
朽
化
対
策
の
推

進
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
整
備
・
促
進
、
こ
の
た

め
に
来
年
度
予
算
満
額
確
保

と
、
補
正
予
算
の
大
幅
な
確

保
、
こ
れ
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に

強
く
訴
え
掛
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

し
て
は
、
過
去
最
高
の

42
万
人
も
の
お
客
さ
ん

に
来
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
併
せ
て
、
非
常
に

透
明
度
が
高
く
、
奇
跡

の
川
と
言
わ
れ
る
、
銚

子
川
に
「
キ
ャ
ン
プ
ｉ

ｎ
ｎ
海
山
」
と
い
う
キ

ャ
ン
プ
場
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

は
、
高
速
道
路
の
開
通
で
来
客

者
数
が
２
倍
に
な
り
、
売
上
も

平
成
10
年
の
オ
ー
プ
ン
以
来
過

去
最
高
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
ｉ
ｎ
ｎ

海
山
の
人
は
、
「
も
っ
と
も
っ

と
、
特
産
品
の
販
売
の
た
め

に
、
収
益
を
上
げ
る
た
め
に
頑

張
る
ぞ
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
道
路
整
備
は
ス

ト
ッ
ク
効
果
も
も
ち
ろ
ん
の

事
、
地
域
の
や
る
気
・
意
欲
を

引
き
出
す
も
の
で
あ
る
と
い
う

事
が
我
が
地
域
に
お
い
て
も
証

明
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

高
速
道
路
を
核
と
す
る
全
国

１
万
４
千
㎞
の
高
規
格
幹
線
道

路
網
は
、
国
土
の
強
靭
化
、
地

方
の
人
口
減
少
の
解
決
、
そ
し

て
経
済
成
長
の
実
現
の
た
め
に

必
要
不
可
欠
な
社
会
基
盤
で
あ

る
と
い
う
事
は
、
皆
様
は
も
う

ま
さ
に
知
っ
て
の
通
り
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
三
重
県
の
事
例
を

少
し
、
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
現
在
、
三
重
県
で

は
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
お

か
げ
で
昨
年
、
熊
野
古
道
の
世

界
遺
産
登
録
10
周
年
に
お
き
ま

時
間

▽
関
越
自
動
車
道

（
上
り
線
）

１
月
２
日
（
土
）
18

時
頃

高
坂
Ｓ
Ａ
付
近
／
藤

岡
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
鶴
ヶ
島

Ｉ
Ｃ
／
40
㎞
／
約
１

時
間
20
分

▽
東
名
高
速
道
路

（
上
り
線
）

１
月
３
日
（
日
）
17

時
頃

大
和
Ｔ
Ｎ
付
近
／
御

殿
場
Ｉ
Ｃ
～
横
浜
町

田
Ｉ
Ｃ
／
50
㎞
／
約

２
時
間

高
速
道
路
各
社
等
に
よ
れ

ば
、
年
末
年
始
の
渋
滞
は
、
１

月
２
日(

土)

～
３
日(

日)

に
渋

滞
が
多
く
発
生
す
る
と
予
測
し

て
い
る
。
出
発
時
間
を
渋
滞
ピ

ー
ク
が
予
想
さ
れ
る
時
間
帯
の

前
後
に
ず
ら
す
な
ど
、
渋
滞
を

避
け
た
利
用
を
。

《
特
に
長
い
渋
滞
発
生
予
測
》

▽
東
名
高
速
道
路
（
下
り
線
）

１
月
２
日
（
土
）
13
時
頃

音
羽
蒲
郡
Ｉ
Ｃ
付
近
／
三
ヶ
日

Ｉ
Ｃ
～
岡
崎
Ｉ
Ｃ
／
30
㎞
／
約

１
時
間
15
分

▽
中
国
自
動
車
道
（
上
り
線
）

１
月
２
日
（
土
）
16
時
頃

宝
塚
西
Ｔ
Ｎ
付
近
／
三
木
Ｊ
Ｃ

Ｔ
～
宝
塚
Ｉ
Ｃ
／
30
㎞
／
約
２

規
模
の
大
小
は
あ
る
と
し
て
も
、
上
記
の

よ
う
な
交
通
結
節
点
改
善
の
取
組
が
行
わ

れ
て
き
た
。
今
後
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
っ

て
く
る
少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
諸
問
題
、

地
球
規
模
の
環
境
問
題
、
社
会
資
本
整
備

に
対
す
る
財
政
的
制
約
な
ど
か
ら
、
持
続

可
能
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
、
そ
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
と
街
を
道

路
と
公
共
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結

ぶ
、
コ
ン
パ
ク
ト･

プ
ラ
ス･

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
考
え
方
が
重
要
に
な
っ
て
き
た
。
特

に
鉄
道
駅
等
の
交
通
結
節
点
は
、
地
域
の

商
業
、
業
務
、
交
流
等
を
効
率
的
に
行
え

る
地
域
の
拠
点
で
あ
り
、
各
交
通
手
段
の

利
便
性
や
連
結
性
を
高
め
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。
道
路
と
交
通
結
節
点
の
連
結

に
よ
る
空
間
の
高
度
利
用
や
乗
換
利
便
性

の
向
上
に
資
す
る
交
通
結
節
点
改
善
事
業

の
さ
ら
な
る
積
極
的
な
推
進
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

も
あ
り
、
旧
態
依
然
の
ま
ま
の
姿
で
あ
っ

た
駅
前
地
区
の
再
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
駅
の
南
北
を
結
ぶ
自
由
通
路
の
新
設

を
伴
う
橋
上
駅
舎
化
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

乗
り
場
の
あ
る
駅
前
広
場
の
整
備
、
歩
道

も
な
く
危
険
で
あ
っ
た
駅

前
周
辺
道
路
の
再
整
備
、

駅
周
辺
に
点
在
し
て
い
た

平
面
駐
輪
場
を
集
約
化
す

る
駅
前
地
下
駐
輪
場
の
整

備
が
計
画
さ
れ
た
。
自
由

通
路
、
橋
上
駅
舎
化
、
地

下
駐
輪
場
（
な
ん
と
事
業

費
は
自
転
車
２
４
５
０
台

分
で
17
億
円
）
は
す
で
に

完
成
し
供
用
さ
れ
て
い
る
が
、
残
り
の
駅

前
広
場
整
備
と
駅
前
周
辺
道
路
整
備
に
つ

い
て
は
、
平
成
27
年
度
内
完
成
供
用
を
目

指
し
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

従
来
か
ら
、
日
本
全
国
の
各
地
域
で
は

感
じ
る
乗
り
場
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

高
速
バ
ス
乗
り
場
が
こ
の
駅
直
結
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
１
箇
所
に
集
約
さ
れ
、
安
全
で
便

利
に
利
用
で
き
る
施
設
と
な
る
。

新
宿
駅
に
比
べ
る
と
規
模
は
比
較
に
な

ら
な
い
く
ら
い
小
さ
い
が
、
私
が
毎
朝
通

勤
で
利
用
し
て
い
る
自
宅
近
く
の
鉄
道
駅

で
も
、
交
通
結
節
点
の
改
善
事
業
が
完
成

に
近
づ
い
て
い
る
。
周
辺
地
域
の
宅
地
開

発
や
幹
線
道
路
網
の
整
備
が
進
ん
だ
こ
と

駅
南
口
地
区
に
お
け
る
国
道
20
号
の
老
朽

化
し
た
跨
線
橋
掛
け
替
え
を
き
っ
か
け
と

し
た
、
国
と
Ｊ
Ｒ
と
の
連
携
で
進
む
新
宿

駅
南
口
地
区
基
盤
整
備
事
業
の
一
環
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る

鉄
道

高
速
バ
ス


タ
ク
シ
ー

一
般
車
両
、

歩
行
者
の
た
め
に
、
新
宿

駅
と
直
結
す
る
総
合
的
な

交
通
結
節
機
能
を
有
す
る

施
設
と
な
っ
て
い
る
。
鉄

道
線
路
上
空
に
人
工
地
盤

を
構
築
し
、
１
階
が
鉄
道

ホ
ー
ム
、
２
階
が
駅
施
設

と
歩
行
者
広
場
、
３
階
は

タ
ク
シ
ー
と
一
般
車
両
の

乗
降
場
、
４
階
は
高
速
路
線
バ
ス
関
連
施

設
が
、
重
層
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
特

に
今
ま
で
の
高
速
バ
ス
乗
り
場
は
、
新
宿

駅
周
辺
に
多
数
分
散
し
て
設
置
さ
れ
非
常

に
不
便
で
あ
り
、
夜
間
の
利
用
は
危
険
を

日
本
最
大
級
の
高
速
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
平
成
28

年
春
に
誕
生
す
る
。
鉄
道

か
ら
高
速
バ
ス
、
タ
ク
シ

ー
な
ど
へ
の
乗
り
換
え
が
ス
ム
ー
ズ
な
、

駅
直
結
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
、
新
宿
交
通
結

節
点
整
備
事
業
の
完
成
に
よ
り
誕
生
す

る
。
高
速
・
長
距
離
バ
ス
の
発
着
便
数
が

日
本
一
、
高
速
・
長
距
離
バ
ス
の
停
車
場

数
が
日
本
一
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
だ
。
交
通
結

節
点
と
は
、
異
な
る
交
通
手
段
（
場
合
に

よ
っ
て
は
同
じ
交
通
手
段
）
を
相
互
に
連

絡
す
る
乗
り
換
え
・
乗
り
継
ぎ
施
設
で
あ

り
、
移
動
の
一
連
の
動
き
の
中
の
一
つ
の

重
要
な
要
素
で
あ
る
。
「
つ
な
ぐ
空
間
」

と
「
た
ま
る
空
間
」
と
し
て
の
役
割
を
有

し
て
い
る
。
具
体
的
な
施
設
と
し
て
は
、

鉄
道
駅

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

自
由
通
路


駅
前
広
場
歩
道
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

新
宿
交
通
結
節
点
整
備
事
業
は
、
新
宿

鈴
木
英
敬

全
国
高
速
道
路
建
設
協

議
会
副
会
長

《詳しい渋滞情報はホームページで》

日本道路交通情報センター:///

江島潔 国土交通大臣政務官江島潔 国土交通大臣政務官

今村雅弘 衆議院国土交通委員長今村雅弘 衆議院国土交通委員長

谷垣禎一 自由民主党幹事長谷垣禎一 自由民主党幹事長

菅義偉 内閣官房長官菅義偉 内閣官房長官

岡田直樹 財務副大臣岡田直樹 財務副大臣

広田一 参議院国土交通委員長広田一 参議院国土交通委員長

稲田朋美 自由民主党政調会長稲田朋美 自由民主党政調会長

道 路 ニ ュ ー ス（ 3） 平成２７年１２月１５日 （平成２７年１２月号） （第 3種郵便物認可） 第553号


